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令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

（
３
月
議
会
）
が
、
２
月

日
か
ら
３
月

日
ま
で
の

日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し

た
。議

会
開
会
の
冒
頭
、
市
長

か
ら
４
年
度
の
施
政
方
針
演

説
が
あ
り
、
長
期
に
わ
た
る

コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
希
薄
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、

つ
な
が
り

を

強
調
、
明
る
い
未
来
に
向
け

て
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
理
念
を
基
に
、
各

所
に

つ
な
が
り

を
盛
り

込
み
、
基
本
施
策
と
市
政
運

営
に
つ
い
て
市
長
の
思
い
を

語
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
、
４

年
度
の
予
算
編
成
や
主
要
施

策
ご
と
の
事
業
方
針
と
展
開

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
会
２
日
目
に
は
、
市
長

の
施
政
方
針
に
基
づ
き
、
各

会
派
か
ら
の
代
表
質
問
を
行

い
、
市
長
の
市
政
お
よ
び
各

事
業
に
つ
い
て
の
質
疑
を
交

わ
し
ま
し
た
。

議
会
の
内
容
は
、
市
長
か

ら
の
報
告
４
件
、
同
意
案
１

件
、
議
案

件
が
上
程
さ
れ
、

各
議
案
は
総
務
、
文
教
福
祉
、

建
設
経
済
の
各
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
さ
れ
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
定
例
会
に
は
、

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
案

な
ど

件
が
上
程
さ
れ
、
予

算
案
を
審
査
す
る
予
算
特
別

委
員
会
（
岡
嶋
一
晃
委
員
長
、

片
岡
勉
副
委
員
長
）
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

本
委
員
会
に
は
、
令
和
４

年
度
一
般
会
計
予
算
案
を
始

め
、
特
別
会
計
予
算
案
５
件
、

公
営
企
業
会
計
予
算
案
３
件

お
よ
び
令
和
３
年
度
補
正
予

算
案
５
件
の
審
査
を
付
託
さ

れ
、
４
日
間
に
わ
た
り
審
査

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
案
の
中
で
は
、

天
理
山
古
墳
群
保
存
に
伴
う

史
跡
の
財
産
取
得
も
含
ま
れ

て
お
り
、
今
後
文
化
史
跡
と

し
て
市
民
の
憩
い
の
場
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

３
月
定
例
会
に
お
い
て
、

市
長
か
ら
施
政
方
針
演
説
が

行
わ
れ
、
令
和
４
年
度
の
主

要
施
策
や
予
算
編
成
を
は
じ

め
、第
４
次
総
合
計
画
の
５

つ
の
柱
に
基
づ
き
、基
本
的

な
考
え
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
、
早
く
も

市
長
任
期
の
最
終
年
度
と
な

り
ま
す
。
就
任
以
来
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
に
追
わ
れ
る
日
々
で

し
た
が
、
第
４
次
京
田
辺
市

総
合
計
画
を
確
実
に
遂
行
す

る
と
い
う
強
い
信
念
の
下
、

市
政
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。長

期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
社
会
全
体
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
が
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
る

中
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
、
京

田
辺
が
持
続
的
に
発
展
す
る

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
困
難
に
も
し
な

や
か
に
対
応
で
き
る
地
域
社

会
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
改
め
て

人
の
つ
な
が
り

に
重
点

を
置
き
、
市
民
・
大
学
・
事

業
者
・
各
種
団
体
と
の
連
携

を
深
化
さ
せ
る
こ
と
で
地
域

力
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
活
用
や
脱
炭
素
が
さ

ら
に
進
ん
だ
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

社
会
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、

市
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
年
は
、
市
制

周
年
の

節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
本

市
は
、
子
育
て
し
や
す
く
若

い
世
代
に
も
選
ば
れ
る
魅
力

あ
る
ま
ち
と
し
て
発
展
し
続

け
て
お
り
、
そ
の
結
果
が
国

勢
調
査
の
結
果
に
も
表
れ
て

い
ま
す
。

今
後
も
、
先
人
か
ら
引
き

継
い
だ
自
然
と
都
市
と
の
調

和
が
取
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を

し
っ
か
り
と
継
承
し
、
私
の

政
策
理
念
で
あ
る

み
ん
な

が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
、

第
４
次
京
田
辺
市
総
合
計
画

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
で
定
め

る
５
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
仕
上
げ
を
進
め
ま
す
。

そ
し
て
、
ま
ち
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
絶

や
さ
ず
、
夢
や
希
望
を
抱
き
、

す
べ
て
の
市
民
が
京
田
辺
へ

の
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
活

躍
し
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
よ
う
、
創
意
工
夫
の
も
と
、

職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
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年（令和 年） 月 日

令
和
４
年
度
の
施
政
方
針

で
は

市
民
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
欲
と
行
動

力
の
あ
る
職
員
を
育
成
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
職
員
や
組
織
に
関

し
て
、
市
長
の
期
待
と
思
い
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
職
員
の
育
成

に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
は
。

市
長

現
在
、
人
材
育
成
基
本

方
針
の
改
訂
を
行
っ
て
お
り
、
４

年
度
の
早
い
段
階
で
こ
れ
を
取
り

ま
と
め
て
実
際
に
運
用
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
財
源
の
確
保

を
行
う
の
か
、
ま
た
、
国
及
び
府

と
の
連
携
に
つ
い
て
市
長
の
見
解

は
。市

長

市
内
中
小
企
業
の
成
長

に
向
け
た
取
り
組
み
へ
の
支
援
、

観
光
拠
点
の
機
能
強
化
に
よ
る
市

内
経
済
の
活
性
化
と
い
っ
た
こ
と

令
和
４
年
度
の
施
政
方
針

で
は

市
民
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
欲
と
行
動

力
の
あ
る
職
員
を
育
成
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
職
員
や
組
織
に
関

し
て
、
市
長
の
期
待
と
思
い
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
職
員
の
育
成

に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
は
。

ど
の
よ
う
に
財
源
の
確
保

を
行
う
の
か
、
ま
た
、
国
及
び
府

と
の
連
携
に
つ
い
て
市
長
の
見
解

は
。

に
も
取
組
む
。
ま
た
、
公
共
施
設

の
長
寿
命
化
や
債
権
管
理
の
適
正

化
な
ど
、
行
政
改
革
実
行
計
画
に

掲
げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
着
実
に
推

進
す
る
。高

速
道
路
等
の
整
備
に
よ

る
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
交

通
集
中
や
、
一
般
道
で
の
交
通
量

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
は
本
市
の
み
の
問
題
で

は
な
く
、
府
を
始
め
と
し
た
近
隣

市
町
村
と
連
携
し
た
対
策
・
検
討

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
認
識
し
て

い
る
が
、
市
の
考
え
は
。

建
設
部
長

対
策
の
検
討
に
当

た
っ
て
は
広
域
的
な
視
点
が
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
新
名

神
全
線
供
用
後
の
山
城
地
域
の
広

域
的
な
道
路
網
の
整
備
検
討
を
進

め
て
い
る
府
と
情
報
を
共
有
し
、

近
隣
市
町
と
も
連
携
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
速
道
路
等
の
整
備
に
よ

る
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
交

通
集
中
や
、
一
般
道
で
の
交
通
量

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
は
本
市
の
み
の
問
題
で

は
な
く
、
府
を
始
め
と
し
た
近
隣

市
町
村
と
連
携
し
た
対
策
・
検
討

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
認
識
し
て

い
る
が
、
市
の
考
え
は
。

施
政
方
針
で
は
世
界
情
勢

に
い
っ
さ
い
触
れ
て
い
な
い
。
大

国
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は

国
連
憲
章
に
反
す
る
行
為
で
あ
り

断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。
市
長
と

し
て
市
民
憲
章
に
即
し
て
市
長
自

身
の
考
え
を
表
明
す
る
べ
き
だ
。

市
長

民
主
的
な
プ
ロ
セ
ス
で

選
ば
れ
た
露
大
統
領
と
い
う
点
で

考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
案
だ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
場
の
原

発
も
、
震
源
直
近
の
日
本
各
地
の

原
発
も
事
故
に
な
れ
ば
取
り
返
し

が
つ
か
な
い
。
市
長
と
し
て
原
発

ゼ
ロ
を
掲
げ
る
べ
き
だ
。

市
長

国
レ
ベ
ル
で
議
論
し
て

い
く
べ
き
事
象
だ
。

北
陸
新
幹
線
の
建
設
は
環

境
破
壊
に
な
り
、
市
長
の
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
と
矛
盾
し
な

い
の
か
。

市
長

国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

施
政
方
針
で
は
世
界
情
勢

に
い
っ
さ
い
触
れ
て
い
な
い
。
大

国
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は

国
連
憲
章
に
反
す
る
行
為
で
あ
り

断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。
市
長
と

し
て
市
民
憲
章
に
即
し
て
市
長
自

身
の
考
え
を
表
明
す
る
べ
き
だ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
場
の
原

発
も
、
震
源
直
近
の
日
本
各
地
の

原
発
も
事
故
に
な
れ
ば
取
り
返
し

が
つ
か
な
い
。
市
長
と
し
て
原
発

ゼ
ロ
を
掲
げ
る
べ
き
だ
。

北
陸
新
幹
線
の
建
設
は
環

境
破
壊
に
な
り
、
市
長
の
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
と
矛
盾
し
な

い
の
か
。

で
あ
り
鉄
道
の
方
が

２
削
減

に
な
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

天
理
山
古
墳
や
枚
方
と
の

ご
み
焼
却
炉
な
ど
の
大
型
事
業
で

も
言
わ
れ
っ
放
し
の
税
金
投
入
で

な
く
財
政
健
全
化
計
画
を
立
て
る

べ
き
だ
。

総
務
部
長

財
政
健
全
化
計
画

を
立
て
る
段
階
で
は
な
い
。

管
理
職
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ

や
セ
ク
ハ
ラ
の
訴
え
が
私
の
と
こ

ろ
に
度
々
来
て
い
る
。
会
計
年
度

任
用
職
員
に
対
す
る
対
応
が
特
に

問
題
だ
。
相
談
員
は
現
職
職
員
だ

し
苦
情
処
理
委
員
会
は
部
長
級
が

対
応
し
て
い
る
。
第
三
者
に
よ
る

専
門
委
員
会
を
設
置
し
て
公
平
、

公
正
な
解
決
を
急
ぐ
べ
き
だ
。

総
務
部
長

相
談
員
に
よ
る
対

応
や
苦
情
処
理
委
員
会
、
公
平
委

員
会
で
の
対
応
を
し
て
い
る
。

天
理
山
古
墳
や
枚
方
と
の

ご
み
焼
却
炉
な
ど
の
大
型
事
業
で

も
言
わ
れ
っ
放
し
の
税
金
投
入
で

な
く
財
政
健
全
化
計
画
を
立
て
る

べ
き
だ
。管

理
職
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ

や
セ
ク
ハ
ラ
の
訴
え
が
私
の
と
こ

ろ
に
度
々
来
て
い
る
。
会
計
年
度

任
用
職
員
に
対
す
る
対
応
が
特
に

問
題
だ
。
相
談
員
は
現
職
職
員
だ

し
苦
情
処
理
委
員
会
は
部
長
級
が

対
応
し
て
い
る
。
第
三
者
に
よ
る

専
門
委
員
会
を
設
置
し
て
公
平
、

公
正
な
解
決
を
急
ぐ
べ
き
だ
。

本
市
役
所
の

に
つ
い

て
、
市
長
が
描
く
、
市
民
に
と
っ

て
便
利
で
優
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
将
来
像
を
問
う
。

市
長

ま
ず
は
、
自
治
体
の
行

政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。
令
和
４
年
度
中

に
は
、
子
育
て
世
代
に
お
け
る
児

童
手
当
、
保
育
施
設
等
の
現
況
届
、

妊
娠
の
届
け
出
な
ど
、
特
に
国
民

の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
手
続
の

電
子
申
請
を
可
能
と
し
、

時
間

自
宅
等
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
か
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
利
用
し
た
手

続
が
行
え
る
よ
う
に
取
組
ん
で
い

き
た
い
。建

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る

複
合
型
公
共
施
設
内
文
化
振
興
拠

点
の
想
定
さ
れ
る
規
模
・
機
能
・

利
用
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

企
画
政
策
部
長

新
た
に
整
備

す
る
文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

本
市
役
所
の

に
つ
い

て
、
市
長
が
描
く
、
市
民
に
と
っ

て
便
利
で
優
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
将
来
像
を
問
う
。

建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る

複
合
型
公
共
施
設
内
文
化
振
興
拠

点
の
想
定
さ
れ
る
規
模
・
機
能
・

利
用
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

質
の
高
い
鑑
賞
空
間
を
備
え
た
舞

台
芸
術
や
、
市
民
に
よ
る
多
様
な

文
化
活
動
の
発
表
の
場
と
な
る
よ

う
に
、
市
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

音
楽
団
体
な
ど
の
意
見
も
お
伺
い

し
な
が
ら
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
施
設
を
検
討
し
た
い
。

観
光
消
費
額
の
拡
大
を
図

る
と
の
こ
と
だ
が
、
想
定
し
て
い

る
消
費
先
や
動
線
に
関
し
て
問
う
。

経
済
環
境
部
長

こ
れ
ま
で
か

ら
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
加
え
、
市

内
の
特
色
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ

フ
ェ
、
商
業
施
設
な
ど
も
魅
力
的

な
観
光
施
設
と
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ

を
線
で
つ
な
ぎ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
た
め
、
市
観
光
協
会

や
市
商
工
会
、
市
内
企
業
な
ど
、

一
体
と
な
っ
て
取
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
市

の
特
産
品
で
あ
る
玉
露
を
核
と
し

て
活
用
す
る
。

観
光
消
費
額
の
拡
大
を
図

る
と
の
こ
と
だ
が
、
想
定
し
て
い

る
消
費
先
や
動
線
に
関
し
て
問
う

自
治
体

に
つ
い
て
の

取
り
組
み
を
挙
げ
て
い
る
が
、
災

害
対
応
時
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
等
に

関
し
て
市
の
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

危
機
管
理
監

災
害
時
の
通
信

イ
ン
フ
ラ
は
、
地
域
防
災
無
線
を

市
の
各
部
局
や
施
設
、
及
び
関
係

機
関
に
設
置
し
、
災
害
時
の
通
信

網
を
確
保
し
て
お
り
、
府
が
整
備

し
て
い
る
衛
星
通
信
系
情
報
シ
ス

テ
ム
や
通
信
衛
星
を
使
用
し
た
通

話
が
可
能
。

ま
た
、
イ
リ
ジ
ウ
ム
衛
星
携
帯

を
保
持
す
る
等
複
数
の
手
段
確
保
。

指
定
避
難
所
と
な
る
学
校
施
設

に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
無
線
の

ほ
か
、
優
先
的
に
使
用
で
き
る
特

設
公
衆
電
話
を
設
置
。

環
境
も
整
備
さ
れ
て
お

り
、
長
期
運
用
も
想
定
。

山
手
幹
線
の
北
部
地
域
の

４
車
線
化
に
つ
い
て
、
現
在
の
進

自
治
体

に
つ
い
て
の

取
り
組
み
を
挙
げ
て
い
る
が
、
災

害
対
応
時
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
等
に

関
し
て
市
の
体
制
に
つ
い
て
問
う

山
手
幹
線
の
北
部
地
域
の

４
車
線
化
に
つ
い
て
、
現
在
の
進

捗
と
来
年
度
以
後
の
状
況
は
。

建
設
部
長

山
手
幹
線
の
北
部

地
域
の
４
車
線
化
に
つ
い
て
、
北

部
地
域
道
路
網
は
令
和
３
年
度
に

山
手
幹
線
の
２
車
線
区
間
の
４
車

線
化
の
有
効
性
な
ど
を
検
討
中
で

あ
り
、
３
年
度
内
に
概
略
設
計
等

完
了
予
定
。

４
年
度
は
、
こ
の
概
略
設
計
等

の
成
果
を
も
と
に
、
一
部
４
車
線

化
に
向
け
た
実
施
設
計
業
務
に
取

り
組
む
予
定
と
し
て
お
り
、
そ
の

設
計
業
務
を
行
う
中
で
、
交
通
管

理
者
や
関
係
す
る
区
・
自
治
会
と

情
報
共
有
や
連
携
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
。

【
語
句
説
明
】

進
化
し
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
、
効

果
的
に
活
用
し
浸
透
さ
せ
る
こ
と

で
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
組
織
の
活
動
・

内
容
・
仕
組
み
な
ど
を
戦
略
的
に

再
構
築
し
て
い
く
こ
と
。

捗
と
来
年
度
以
後
の
状
況
は
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
な
ど
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
急
増
。

有
効
な
情
報
発
信
と
検
査
体
制
の

拡
充
を
。
ま
た
保
健
所
の
役
割
は

極
め
て
重
要
。
市
に
保
健
所
の
設

置
を
府
に
要
望
す
べ
き
。

健
康
福
祉
部
長

症
状
の
あ
る

人
に
つ
い
て
医
療
機
関
の
検
査
を

案
内
。
保
健
所
の
役
割
は
、
平
時

は
広
域
的
な
調
整
や
支
援
で
あ
り
、

有
事
は
各
自
治
体
が
補
完
す
る
。

改
憲
の
動
き
に
対
し
て
の

市
長
の
見
解
を
問
う
。

市
長

国
民
主
権
・
基
本
的
人

権
の
尊
重
・
平
和
主
義
と
い
う
基

本
原
理
は
未
来
永
劫
に
守
る
べ
き
。

個
々
の
条
項
は
、
時
代
の
変
化
や

場
合
に
よ
っ
て
は
見
直
し
が
必
要

だ
と
考
え
る
。

政
府
に
対
し
、
核
兵
器
禁

止
条
約
批
准
を
求
め
る
べ
き
。

市
長

平
和
首
長
会
議

を

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
な
ど
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
急
増
。

有
効
な
情
報
発
信
と
検
査
体
制
の

拡
充
を
。
ま
た
保
健
所
の
役
割
は

極
め
て
重
要
。
市
に
保
健
所
の
設

置
を
府
に
要
望
す
べ
き
。

改
憲
の
動
き
に
対
し
て
の

市
長
の
見
解
を
問
う
。

政
府
に
対
し
、
核
兵
器
禁

止
条
約
批
准
を
求
め
る
べ
き
。

通
じ
て
一
刻
も
早
く
締
結
国
に
な

っ
て
頂
く
よ
う
要
請
を
行
っ
た
。

脱
炭
素
社
会
実
現
へ
原
発

や
化
石
燃
料
に
頼
る
の
で
な
く
市

と
し
て
の
具
体
策
を
。

経
済
環
境
部
長

新
た
に

年

間
の
計
画
を
策
定
す
る
予
定
。

市
民
の
暮
ら
し
の
実
態
に

つ
い
て
の
認
識
と
対
策
は
。

企
画
政
策
部
長

消
費
の
足
踏

み
や
雇
用
の
弱
い
動
き
に
加
え
、

物
価
上
昇
も
重
な
り
暮
ら
し
へ
の

影
響
は
あ
る
と
認
識
。
市
民
を
支

え
る
対
策
を
講
じ
る
。

受
益
者
負
担
や
補
助
金
等

の
見
直
し
計
画
は
再
検
討
を
。

企
画
政
策
部
長

見
直
し
を
行

い
つ
つ
行
政
改
革
の
推
進
を
図
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
す

べ
て
の
事
業
の
基
本
に
。

市
民
部
長

各
種
事
業
に
男
女

共
同
参
画
の
視
点
で
取
組
む
。

脱
炭
素
社
会
実
現
へ
原
発

や
化
石
燃
料
に
頼
る
の
で
な
く
市

と
し
て
の
具
体
策
を
。

受
益
者
負
担
や
補
助
金
等

の
見
直
し
計
画
は
再
検
討
を
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
す

べ
て
の
事
業
の
基
本
に
。

市
民
の
暮
ら
し
の
実
態
に

つ
い
て
の
認
識
と
対
策
は
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
影
響
を

受
け
た
市
民
の
暮
ら
し
や
、
地
域

経
済
の
回
復
に
向
け
た
実
効
性
の

あ
る
施
策
と
は
。

市
長

社
会
経
済
活
動
の
回
復

と
市
内
の
消
費
喚
起
を
図
り
、
商

工
会
と
連
携
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
を
実
施
。

小
・
中
学
校
で
の
個
人
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
、
家
庭
に
持
ち
帰
っ

て
の
教
育
的
活
用
は
。

教
育
部
長

学
校
の
実
情
や
発

達
段
階
に
合
わ
せ
て
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
持
ち
帰
り
に
よ
る
教
育
的
効

果
を
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

公
共
施
設
な
ど
へ
の
サ
ー

マ
ル
カ
メ
ラ
、
図
書
除
菌
機
の
設

置
を
す
べ
き
。

教
育
部
長

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ

は
今
後
、
中
央
公
民
館
や
中
央
図

書
館
に
も
購
入
を
進
め
る
。
図
書

除
菌
機
は
、
令
和
４
年
度
に
試
行

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
影
響
を

受
け
た
市
民
の
暮
ら
し
や
、
地
域

経
済
の
回
復
に
向
け
た
実
効
性
の

あ
る
施
策
と
は
。

小
・
中
学
校
で
の
個
人
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
、
家
庭
に
持
ち
帰
っ

て
の
教
育
的
活
用
は
。

公
共
施
設
な
ど
へ
の
サ
ー

マ
ル
カ
メ
ラ
、
図
書
除
菌
機
の
設

置
を
す
べ
き
。

と
し
て
中
央
図
書
館
に
設
置
予
定
。

引
き
こ
も
り
の
人
や
、
家

族
へ
の
相
談
窓
口
の
設
置
は
。

健
康
福
祉
部
長

相
談
窓
口
を

明
確
化
し
、
広
く
周
知
し
、
相
談

し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

の
中
で
の
、
ス
マ
ホ
教
室
実
施
は
。

健
康
福
祉
部
長

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
取
り

組
め
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

待
機
児
童
対
策
は
。

こ
ど
も
政
策
監

市
立
幼
稚
園

の
認
定
こ
ど
も
園
化
、
民
間
小
規

模
保
育
事
業
所
な
ど
、
今
後
も
可

能
な
限
り
早
期
に
、
積
極
的
に
整

備
を
進
め
て
い
く
。

水
辺
の
散
策
路
へ
の
安
全

対
策
は
。

建
設
部
長

暗
い
箇
所
や
段
差

の
あ
る
箇
所
へ
の
防
犯
灯
の
設
置

を
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

引
き
こ
も
り
の
人
や
、
家

族
へ
の
相
談
窓
口
の
設
置
は
。

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

の
中
で
の
、
ス
マ
ホ
教
室
実
施
は
。

水
辺
の
散
策
路
へ
の
安
全

対
策
は
。 待

機
児
童
対
策
は
。
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総務

天理山古墳の土地取得について

問 天理山古墳は、防災上の危険箇
所がある。防護柵等の防犯上の史跡
管理も必要である。その予算計上が
されていないが市の考えは。

答 史跡に対し、防犯・防災上の管
理は必要であるが、文化庁の史跡指
定前なので、その費用は計上してい
ない。史跡指定後に考える。

内容が多岐にわたる予算案をより詳しく審査するため、予算特別委員会を設置し審査を行いました。その一部をご紹介します。

文教福祉

引きこもり支援について

問 引きこもり支援事業は、どのよ
うな内容か。また、職場のパワハラ
や雇い止めが要因による引きこもり
の就労支援も含まれるのか。

答 引きこもりによる孤立化や長期
化などの相談窓口の明確化や社会参
加の支援を行っていく。引きこもり
の要因によらず、その人に合った支
援を行う。

建設経済

市内道路の渋滞対策について

問 松井大住線、山手幹線などの渋
滞緩和対策と、長尾谷大欠線の歩道
整備にあるような歩行者主体の改善
施策は重要であるが今後の考えは。

答 渋滞緩和については、交差点改
良や府との連携を深めていく。歩行
者主体の歩道改良ができるような道
路については、今後も広めていきた
い。

自治会の振興策について

問 区・自治会の加入率が減少する
中で負担も大きいが、自治会振興費
や自治会 振興についての市の
考えは。

答 区・自治会の意見を取り入れな
がら、負担軽減のため、自治会のオ
ンライン会議や公民館等への
環境の整備を考えている。

保育所の入所について

問 保育所の入所が決まらない要因
に、自己都合による入所保留や調整
中の割合が多い。希望通り入れない
家庭に対する認識と対策は。

答 希望通りの入所ができない家庭
があるとの認識は持っており、地域
性や幼保の再編計画と受け皿の拡充
が必要で、今後も推進していく。

キャッシュレス関連事業について

問 キャッシュレスポイント還元事
業に関して、事業者への シス
テムへの支援は。市民の利用促進と
消費喚起に繋がっているのか。

答 システムが無くてもバー
コードなどの決済手段があり、キャ
ッスレスに関する講座開催や商工会
との連携で消費者への周知を広めた
い。
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この２年間、新型コロナによる深刻な影
響により、市民生活はこれまでになく厳し
くなっている。
いまこそ 命と暮らしを守り支える 予

算執行が求められる。
国保税の増税や人間ドックの自己負担増、
歳以上の後期高齢者医療制度の窓口負担

２倍化、小中学校の修学旅行補助金の廃止、
有料公園施設使用料の値上げなど、負担増
が同時に実施される。
一方、巨額の資金がかかる北陸新幹線延

伸計画を推進している。
ムダな大型公共事業を見直し、市民に身

近な在来線や公共バスの充実、歩道整備な
ど、生活に密着した事業への転換を求める。

市民の命と暮らしを守る市政を

コロナ禍が続く中、市民活動と経済活動
との両立、そして、子育て世代への重点的
な取り組みなど 人と人のつながり を再
構築するとの市長の強い想いが込められた、
市制施行 年を迎える予算編成を高く評価。
まずは、新型コロナ感染症の対応を確実
に進められたい。その上で、学校施設の在
り方、多様化する保育ニーズ、デジタル社
会への対応、世代を問わない健康増進、歳
入増に向けた人口増加策、企業誘致活動の
推進、また、地域の歴史や文化を後世に繋
げる施策展開を願う。
安定的かつ確実な自主財源の確保策を進
めつつ、市民協働でのゼロカーボンシティ
への取り組みにも期待する。

市制 周年 夢と希望のまちへ

これまでの２年間は新型コロナ禍にあっ
て、職員の皆さんの奮闘に敬意を表する。
令和４年度は、ウイズコロナ社会のもと、

夢と希望に膨らませた若者や子ども達のた
めに、未来を見据えた政策実行が求められ
ると共に、高齢者を始め全ての市民にやさ
しいユニバーサルデザインに配慮したソフ
ト・ハード両面のまちづくりが重要。
そのためには、市長が施政方針に掲げる
つながり は重要な要素である。４年度
予算執行には市民とのつながりと参画の基
に、わがまち京田辺を品格と活気あふれる
都市 に築き上げるべく、自民一新会と
しても中央との太いパイプを活用し議会活
動を進めたい。

限られた財源で戦略的予算執行

令和４年度予算には財政厳しい中、公明
党が予算要望していた、幼児屈折（視覚）検
査・円滑なワクチン推進・図書除菌機、サ
ーモカメラ設置など、市民の安心安全を重
視した予算編成を評価する。
おくやみワンストップ窓口、ひきこもり

窓口など、相談事業の充実とアウトリーチ
施策の拡充をすべき。
教育支援充実のために、タブレットの家

庭での教育的活用を。
今後、デジタル化が推進される中、市民

の情報格差解消への取り組み強化を求める。
中学校給食施設新築事業や複合型公共施

設事業など大型プロジェクトが本格化して
くる。
事業の推進が市民にも分かるように周知

をすべき。

情報格差解消の取り組み強化を

キャッシュレスポイント事業や自治会活
動の 導入事業を筆頭に、全体を通し
て令和４年度は自治体の 化を更に推し
進めることを意識した予算編成及び事業構
成であった。
ただ一方でこれまで我が国の 施策
においては、現在進行形で目も当てられな
いような様々な失敗事例や歴史がたくさん
ある。これまでの失敗事例や歴史を謙虚に
受け止めつつ、真摯にデジタル技術と向き
合わなければ、同様の失敗を繰り返してし
まいかねない。
システム導入費用の高騰はニーズが高い
分野であるが故に、事業の不発や失敗時の
損失は大きなものになることを念頭にしっ
かり取組んで頂きたい。

自治体 で市民サービス向上

子育て世代が増加する本市では、より子
ども達のいのちを真ん中にした施策を充実
させることが望まれる。
小学生から大学生等、子ども若者の支援

が薄く、特化した体制構築が急がれる。
小児新型コロナや子宮頸がん のワ
クチン接種について本人や保護者が慎重に
納得した判断ができるように全力で取り組
むべき。また、ワクチン後遺症の相談窓口
の設置の検討を。子ども達の命に関わる重
大な問題だ。国や府からの指示のまま進め
るのではなく、独自の情報開示、支援や判
断をすべきだ。
開かれた教育委員会を目指し、総合教育

会議を実効性のあるものにする等誠実な対
応を。

人が大切にされるまちづくりを

▼令和３年度の補正予算、４年度の当初予算について審議 審査を行い、その内容について市議会の会派による意見を掲載します。▼令和３年度の補正予算、４年度の当初予算について審議 審査を行い、その内容について市議会の会派による意見を掲載します。
▼各会派から提出された要約原稿にもとづいて掲載しています。▼各会派から提出された要約原稿にもとづいて掲載しています。
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井

年（令和 年） 月 日

議 案 質 疑 に 対 す る 主 な 回 答議 案 質 疑 に 対 す る 主 な 回 答

現地調査現地調査

天理山古墳群天理山古墳群

（
１
）
議
案
に
つ
い
て

◆
京
田
辺
市
権
利
擁
護
地
域

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
説
明
】

国
の
成
年
後
見
人
制
度
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

基
づ
き
、
成
年
後
見
人
制
度
の
利

用
促
進
に
関
す
る
施
策
の
推
進
、

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
及

び
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
協
議
会
を
設
置
す
る
。

権
利
擁
護
支
援
の
推
進
に
あ
た

っ
て
は
、
国
よ
り
今
回
提
案
す
る

地
域
連
携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
合

わ
せ
て
、
中
心
的
な
役
割
を
担
う

中
核
機
関
の
設
置
が
、
市
町
村
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
こ
の
体
制
の
整
備

の
な
か
で
、
現
在
相
談
を
実
施
し

て
い
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
市
の
各
課
や
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
窓
口
に
対
し

て
、
支
援
が
行
え
る
仕
組
み
も
同

時
に
確
立
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

（
２
）
所
管
事
務
調
査
の
報

告
書
に
つ
い
て

本
市
で
は
、
令
和
３
年
度
小
・

中
学
生
を
対
象
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

す
べ
て
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
、

学
校
現
場
で
ど
の
よ
う
に
活
用
さ

れ
て
い
る
の
か
な
ど
、
課
題
を
提

言
す
る
た
め
、
３
年
７
月
か
ら
４

年
３
月
ま
で
の
９
ヶ
月
に
わ
た
り
、

調
査
や
委
員
間
討
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

３
年
８
月
に
協
議
を
経
て
、
教

育
委
員
会
に
対
し
質
問
書
を
提
出

し
、
９
月
に
解
答
が
あ
り
、
そ
の

回
答
を
基
に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

３
年
９
月
に
は
桃
園
小
学
校
へ
、

月
に
は
、
培
良
中
学
校
へ
現
地

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

培
良
中
学
校
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

や
学
校
休
業
措
置
な
ど
を
想
定
し

た

家
庭
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
持
ち
帰
り
実
証
実
験

に
つ
い

て
も
お
伺
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、

生
徒
た
ち
が
自
主
的
に
作
成
し
た

学
校
紹
介
動
画
を
拝
見
し
、
校
長

か
ら

教
育
の
方
針
と
活
用

に
つ
い
て
、
お
聞
き
を
し
ま
し
た
。

主
な
活
用
方
法
と
し
て
は
、
実

技
教
科
で
の
利
用
が
多
く
、
二
次

元
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
や
、
音
楽
の
授
業
、

理
科
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

英
語
の
発
音
学
習
、
タ
イ
ピ
ン
グ

の
練
習
の
ほ
か
、
小
テ
ス
ト
の
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
実
施
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

最
後
に
委
員
間
討
議
を
行
っ
た

結
果
を
、
報
告
書
と
し
て
ま
と
め

提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

報
告
書

の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
京
田
辺
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

議案第２号 空家等対策の推進に関する条例の制定について
全国的にも空き家問題が顕在化する中で、さらなる空き家等の
対策を推進するため、 空家等対策の推進に関する特別措置法
を補完（法の対象とならない長屋等への対応、特定空家空住戸
等の認定、緊急安全措置）する条例の制定。

議案第２号 空家等対策の推進に関する条例の制定について
全国的にも空き家問題が顕在化する中で、さらなる空き家等の
対策を推進するため、 空家等対策の推進に関する特別措置法
を補完（法の対象とならない長屋等への対応、特定空家空住戸
等の認定、緊急安全措置）する条例の制定。

議案第８号 空家等対策協議会設置条例の一部改正について
当該対策協議会においては、特定空家等の認定並びに行政指導
及び不利益処分に関する協議を行うための条例改正。

議案第８号 空家等対策協議会設置条例の一部改正について
当該対策協議会においては、特定空家等の認定並びに行政指導
及び不利益処分に関する協議を行うための条例改正。

議案第６号 水道事業建設基金設置条例の一部改正について
京田辺市水道事業経営戦略 に基づき、水道施設の拡張事業に
基金を充当していた当該条例を、水道事業の改築や更新事業にも
充てることで、円滑な水道事業推進を図るための条例改正。

議案第６号 水道事業建設基金設置条例の一部改正について
京田辺市水道事業経営戦略 に基づき、水道施設の拡張事業に
基金を充当していた当該条例を、水道事業の改築や更新事業にも
充てることで、円滑な水道事業推進を図るための条例改正。

議案第 号 道路線の認定について
一休ケ丘地内において民間の宅地開発に伴い新設された道路につ
いて、道路法の規定に基づき路線を市道として認定するもの。

議案第 号 道路線の認定について
一休ケ丘地内において民間の宅地開発に伴い新設された道路につ
いて、道路法の規定に基づき路線を市道として認定するもの。

建設経済常任委員会では、所管する７件の議案の審査を行い、すべて可決成立しました。それぞれの議案の内容を要約してお知らせします。

議案第３号 緑の基本計画審議委員会設置条例の制定について
令和４年度から京田辺市緑の基本計画を改定するにあたり、市
長から諮問される基本計画の改定内容について審議、答申する
ための審議会の設置条例の制定。

議案第３号 緑の基本計画審議委員会設置条例の制定について
令和４年度から京田辺市緑の基本計画を改定するにあたり、市
長から諮問される基本計画の改定内容について審議、答申する
ための審議会の設置条例の制定。

議案第９号 都市公園条例の一部改正について
公募設置管理制度（ ）を活用して田辺公園の拡張整
備を行うにあたり、公募対象の公園施設として整備が予定され
る建物の建ペイ率規定を追加することや、公募対象公園施設設
置等予定者の選定委員会を設置すること並びに、田辺公園プー
ルの使用区分等の変更等に伴う条例改正。

議案第９号 都市公園条例の一部改正について
公募設置管理制度（ ）を活用して田辺公園の拡張整
備を行うにあたり、公募対象の公園施設として整備が予定され
る建物の建ペイ率規定を追加することや、公募対象公園施設設
置等予定者の選定委員会を設置すること並びに、田辺公園プー
ルの使用区分等の変更等に伴う条例改正。

議案第 号 令和２・３・４年度継続施行可燃ごみ広域処理施設
敷地粗造成工事請負契約の一部変更契約について

当初の設計積算に対して、現地の状況は樹木等が密集しており
伐採面積及び樹木密度が増加していたことや、人件費の高騰に
伴う増額により、請負金額が 円の増加となり、変
更後の総契約金額が 円となるもの。

議案第 号 令和２・３・４年度継続施行可燃ごみ広域処理施設
敷地粗造成工事請負契約の一部変更契約について

当初の設計積算に対して、現地の状況は樹木等が密集しており
伐採面積及び樹木密度が増加していたことや、人件費の高騰に
伴う増額により、請負金額が 円の増加となり、変
更後の総契約金額が 円となるもの。

京田辺市における地域連携
ネットワーク（イメージ）
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一
定
以
上
の
地
震
の
揺
れ

を
感
知
し
て
自
動
的
に
電
気
の
供

給
を
遮
断
し
、
出
火
を
防
ぐ
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
認
識
及
び
、
設
置

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
購
入
・
設
置
助
成
制

度

の
実
施
を
求
め
る
。

消
防
長

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、

通
電
火
災
等
の
有
効
な
一
つ
の
手

段
で
あ
る
た
め
普
及
啓
発
に
努
め

る
。
ま
た
助
成
制
度
は
、
今
後
の

一
定
以
上
の
地
震
の
揺
れ

を
感
知
し
て
自
動
的
に
電
気
の
供

給
を
遮
断
し
、
出
火
を
防
ぐ
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
認
識
及
び
、
設
置

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
購
入
・
設
置
助
成
制

度

の
実
施
を
求
め
る
。

課
題
と
し
て
研
究
す
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て
、

市
教
育
委
員
会
に
お
け
る
管
理
体

制
及
び
、
実
施
体
制
の
あ
り
方
な

ど
支
援
体
制
に
つ
い
て
の
進
捗
状

況
は
。
ま
た
、
普
通
学
校
を
希
望

す
る
医
療
的
ケ
ア
児
が
、
保
護
者

の
付
添
い
が
な
く
て
も
安
心
し
て

通
え
る
よ
う
学
校
看
護
師
の
配
置

（
巡
回
制
度
）
を
求
め
る
。

健
康
福
祉
部
長

医
療
的
ケ
ア

医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て

市
教
育
委
員
会
に
お
け
る
管
理
体

制
及
び
、
実
施
体
制
の
あ
り
方
な

ど
支
援
体
制
に
つ
い
て
の
進
捗
状

況
は
。
ま
た
、
普
通
学
校
を
希
望

す
る
医
療
的
ケ
ア
児
が
、
保
護
者

の
付
添
い
が
な
く
て
も
安
心
し
て

通
え
る
よ
う
学
校
看
護
師
の
配
置

（
巡
回
制
度
）
を
求
め
る
。

児
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、
庁
内
で

の
会
議
と
対
外
的
な
も
の
も
含
め

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
両
方

を
立
ち
上
げ
て
い
く
準
備
を
進
め

て
い
る
。

教
育
長

今
後
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
や
運
営
協
議
会
の
設
置

・
運
営
な
ど
管
理
体
制
、
支
援
体

制
の
整
備
に
努
め
、
看
護
師
や
支

援
員
の
配
置
を
進
め
る
。

令
和
元
年
３
月
議
会
に
お

い
て
、
同
志
社
南
交
差
点
（
三
山

木
方
向
）
に
右
折
信
号
の
設
置
を

求
め
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況

を
問
う
。

建
設
部
長

田
辺
警
察
署
か
ら

令
和
３
年
度
中
に
設
置
す
る
こ
と

が
決
定
し
た
旨
の
連
絡
が
あ
り
、

現
在
、
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

令
和
元
年
３
月
議
会
に
お

い
て
、
同
志
社
南
交
差
点
（
三
山

木
方
向
）
に
右
折
信
号
の
設
置
を

求
め
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況

を
問
う
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

会
議
の
活
性
化
が
必
要
で
は
。

市
長

民
間
活
用
を
優
先
的
検

討
課
題
と
し
、
部
門
を
超
え
た
中

で
包
括
委
託
管
理
も
検
討
し
た
い
。

小
学
校
給
食
室
の
老
朽
化

に
対
し
早
期
改
修
が
必
要
で
は
。

教
育
部
長

老
朽
化
著
し
い
小

学
校
給
食
室
は
、
学
校
施
設
長
寿

命
化
計
画
と
合
わ
せ
対
応
し
た
い
。

な
お
、
共
同
調
理
方
式
な
ど
含
め

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

会
議
の
活
性
化
が
必
要
で
は
。

小
学
校
給
食
室
の
老
朽
化

に
対
し
早
期
改
修
が
必
要
で
は
。

多
角
的
に
調
査
検
討
し
て
い
く
。

学
校
給
食
費
等
公
会
計
化

を
進
め
る
べ
き
。

市
長

公
会
計
化
は
、
市
長
部

局
と
し
て
も
検
討
課
題
。
実
施
に

向
け
全
庁
的
に
検
討
す
る
。

中
学
校
生
徒
数
の
偏
在
へ

の
対
策
は
。

教
育
部
長

現
在
京
田
辺
市
学

校
教
育
審
議
会
に
諮
問
し
て
い
る
。

審
議
会
答
申
後
対
応
検
討
し
た
い
。

学
校
給
食
費
等
公
会
計
化

を
進
め
る
べ
き
。

中
学
校
生
徒
数
の
偏
在
へ

の
対
策
は
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
進

捗
と
活
動
拠
点
の
考
え
方
は
。

市
民
部
長

ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
区
・

自
治
会
長
を
対
象
に
外
部
講
師
を

交
え
勉
強
会
を
実
施
し
、
設
立
機

運
を
醸
成
し
て
い
る
。
拠
点
整
備

は
、
現
時
点
で
は
、
北
部
・
中
部

住
民
セ
ン
タ
ー
及
び
南
部
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
を
想
定
し
て
い
る
。

子
育
て
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て

早
期
こ
ど
も
園
化
を
進
め
る
べ
き
。

土
曜
夜
間
延
長
保
育
へ
の
対
応
は
。

こ
ど
も
政
策
監

（
仮
称
）
大

住
こ
ど
も
園
以
降
の
公
立
こ
ど
も

園
化
は
幼
稚
園
・
保
育
所
再
編
整

備
計
画
に
基
づ
き
実
施
。
令
和
４

年
４
月
に
は
田
辺
地
区
で
民
間
小

規
模
保
育
事
業
所
開
園
予
定
。
土

曜
日
夜
間
延
長
保
育
は
、
更
に
保

育
士
確
保
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
難
し
い
。

子
育
て
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て

早
期
こ
ど
も
園
化
を
進
め
る
べ
き
。

土
曜
夜
間
延
長
保
育
へ
の
対
応
は
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
進

捗
と
活
動
拠
点
の
考
え
方
は
。

地
域
に
児
童
を
預
か
っ
て

も
ら
え
る
保
育
所
が
な
く
、
学
校

か
ら
付
添
い
を
求
め
ら
れ
る
と
い

っ
た
理
由
で
就
労
を
諦
め
る
保
護

者
も
い
た
が
、
国
が
令
和
３
年
９

月
に
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
を
施

行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
各
自
治
体

は
医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
が

希
望
す
る
施
設
に
通
え
る
よ
う
に

支
援
体
制
を
拡
充
す
る
こ
と
が
責

務
と
な
っ
た
。
本
市
の
医
療
的
ケ

地
域
に
児
童
を
預
か
っ
て

も
ら
え
る
保
育
所
が
な
く
、
学
校

か
ら
付
添
い
を
求
め
ら
れ
る
と
い

っ
た
理
由
で
就
労
を
諦
め
る
保
護

者
も
い
た
が
、
国
が
令
和
３
年
９

月
に
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
を
施

行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
各
自
治
体

は
医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
が

希
望
す
る
施
設
に
通
え
る
よ
う
に

支
援
体
制
を
拡
充
す
る
こ
と
が
責

務
と
な
っ
た
。
本
市
の
医
療
的
ケ

ア
児
へ
の
支
援
が
ど
う
前
進
し
て

い
く
の
か
、
市
の
方
針
を
問
う
。

健
康
福
祉
部
長

第
４
期
障
害

者
基
本
計
画
に
お
い
て
、
保
育
・

教
育
に
お
け
る
支
援
体
制
の
充
実

の
中
の
主
な
施
策
と
し
て
、
医
療

的
ケ
ア
児
に
対
す
る
通
学
・
通
園

支
援
を
挙
げ
て
い
る
。
関
係
機
関

が
連
携
を
図
る
た
め
の
協
議
の
場

の
設
置
や
各
担
当
課
の
情
報
共
有

の
た
め
の
連
携
会
議
を
開
催
す
る

ア
児
へ
の
支
援
が
ど
う
前
進
し
て

い
く
の
か
、
市
の
方
針
を
問
う
。

と
い
っ
た
体
制
を
整
え
て
い
る
。

連
携
会
議
の
開
催
に
よ
り
、
対

象
児
童
の
状
況
や
必
要
と
な
る
支

援
内
容
を
早
期
か
ら
把
握
で
き
る

こ
と
か
ら
、
通
学
・
通
園
支
援
に

繋
げ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

教
育
部
長

必
要
と
さ
れ
る
医

療
的
ケ
ア
の
種
類
及
び
生
活
の
実

態
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
や
庁
内

部
局
と
綿
密
な
連
携
を
行
い
、
切

れ
目
な
く
適
切
な
支
援
が
行
え
る

よ
う
体
制
整
備
に
努
め
て
い
く
。

松
井
山
手
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
の
混
雑
緩
和
を
促
進
す
る
た

め
に
、
駐
車
場
マ
ッ
プ
の
設
置
や

土
地
の
活
用
な
ど
、
ソ
フ
ト
と
ハ

ー
ド
の
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

建
設
部
長

安
全
で
便
利
な
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
在
り
方
に
つ
い

て
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

松
井
山
手
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
の
混
雑
緩
和
を
促
進
す
る
た

め
に
、
駐
車
場
マ
ッ
プ
の
設
置
や

土
地
の
活
用
な
ど
、
ソ
フ
ト
と
ハ

ー
ド
の
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

年（令和 年） 月 日

小
中
学
校
修
学
旅
行
費
補

助
を
２
０
２
２
年
度
よ
り
廃
止
す

る
と
し
て
い
る
。

廃
止
に
至
る

経
過
及
び
そ
の
理
由
と
、
教
育
委

員
会
で
の
議
論
内
容
は
。

廃
止

せ
ず
、
引
き
続
き
継
続
し
拡
充
し

て
い
く
べ
き
。
市
長
の
考
え
は
。

教
育
長

副
市
長

ト
ー
タ
ル

の
教
育
、
子
育
て
施
策
を
今
ま
で

以
上
に
充
実
さ
せ
て
い
く
中
で
、

施
策
を
点
検
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

小
中
学
校
修
学
旅
行
費
補

助
を
２
０
２
２
年
度
よ
り
廃
止
す

る
と
し
て
い
る
。

廃
止
に
至
る

経
過
及
び
そ
の
理
由
と
、
教
育
委

員
会
で
の
議
論
内
容
は
。

廃
止

せ
ず
、
引
き
続
き
継
続
し
拡
充
し

て
い
く
べ
き
。
市
長
の
考
え
は
。

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
も
含
め
、
よ
り

よ
い
施
策
に
変
え
て
い
く
。

教
育
部
長

限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
学
校
環
境
整
備
な
ど
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
行
財
政
改
革

を
進
め
る
べ
き
と
の
監
査
委
員
意

見
を
受
け
点
検
し
、
す
べ
て
の
児

童
生
徒
に
対
す
る
一
律
補
助
で
な

く
、
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
も

見
直
し
が
必
要
と
し
た
。
教
育
委

員
会
の
予
算
審
議
で
は
こ
れ
に
取

り
立
て
て
意
見
は
な
か
っ
た
。

枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組

合
は
新
ご
み
焼
却
場
の
設
計
・
建

設
と
完
成
後

年
間
の
運
営
委
託

の
事
業
費
を
総
額
２
２
５
億
５
千

万
円
で
事
業
者
と
契
約
す
る
。
本

市
の
負
担
額
の
見
通
し
は
。

経
済
環
境
部
長

設
計
・
建
設

事
業
費
に
国
交
付
金

億
６
８
０

０
万
円
が
あ
り
、
京
田
辺
市
の
負

担
は
約

億
７
４
０
０
万
円
、
運

営
事
業
費
で

億
６
０
０
万
円
。

両
市
の
各
可
燃
ご
み
搬
入
量
に
応

じ
る
こ
と
に
な
る
。

市
北
部
松
井
地
域
の
吉
原

川
改
修
工
事
完
了
の
見
通
し
は
。

建
設
部
長

吉
原
川
の
流
下
能

力
を
毎
秒
５

か
ら

へ
向
上

さ
せ
る
た
め
、
防
賀
川
合
流
付
近

か
ら
松
井
古
川
公
園
付
近
ま
で
護

岸
改
修
や
転
落
防
護
柵
設
置
な
ど

行
う
。
工
事
期
間
は
３
年
間
。

枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組

合
は
新
ご
み
焼
却
場
の
設
計
・
建

設
と
完
成
後

年
間
の
運
営
委
託

の
事
業
費
を
総
額
２
２
５
億
５
千

万
円
で
事
業
者
と
契
約
す
る
。
本

市
の
負
担
額
の
見
通
し
は
。

市
北
部
松
井
地
域
の
吉
原

川
改
修
工
事
完
了
の
見
通
し
は
。



★

★

★

★

★

★

★

★

京
田
辺
議
０
５
０
１
０
７

７
面

井

尚

尚

尚
府
の
防
災
・
防
犯
メ
ー
ル

で
は
、
令
和
３
年
に
入
り
特
殊
詐

欺
電
話
が
突
出
し
て
増
え
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
対
策
は
。

経
済
環
境
部
長

コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
給
付
金
や
医
療
へ
の
還
付
金

に
対
す
る
詐
欺
電
話
が
増
え
て
お

り
、
深
刻
な
状
況
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
防
犯
機
能
付
電
話
機

設
置
補
助
事
業
を
継
続
し
、
さ
ま

府
の
防
災
・
防
犯
メ
ー
ル

で
は
、
令
和
３
年
に
入
り
特
殊
詐

欺
電
話
が
突
出
し
て
増
え
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
対
策
は
。

ざ
ま
な
方
法
で
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
く
。府

や
市
の
防
災
・
防
犯
メ

ー
ル
の
登
録
者
数
は
市
の
人
口
比

で
共
に
５
％
以
下
で
あ
る
。
周
知

と
利
用
促
進
の
考
え
は
。

危
機
管
理
監

区
・
自
治
会
や

自
主
防
災
組
織
を
通
じ
て
の
啓
発

や
出
前
講
座
、
田
辺
警
察
署
と
連

携
を
通
し
て
周
知
と
促
進
を
図
る
。

都
市
計
画
道
路
大
住
草
内

府
や
市
の
防
災
・
防
犯
メ

ー
ル
の
登
録
者
数
は
市
の
人
口
比

で
共
に
５
％
以
下
で
あ
る
。
周
知

と
利
用
促
進
の
考
え
は
。

都
市
計
画
道
路
大
住
草
内

線
は
、
今
後
重
要
な
幹
線
道
路
に

な
る
と
考
え
る
が
、
市
の
単
独
費

用
で
は
賄
え
な
い
。
国
や
府
に
対

し
重
要
性
を
訴
え
、
強
く
要
望
す

る
必
要
が
あ
る
が
市
の
考
え
は
。

教
育
部
長

整
備
促
進
に
向
け

た
支
援
の
相
談
を
府
と
継
続
的
に

行
っ
て
い
く
が
、
か
な
り
の
年
数

が
必
要
で
あ
り
、
計
画
の
熟
度
を

見
据
え
て
適
切
に
要
望
し
て
い
く
。

府
は
、
４
年
度
か
ら
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
し
て
、
本
格
的

な
支
援
に
乗
り
出
す
と
し
て
い
る

が
、
市
は
府
と
協
力
し
て
ど
の
よ

う
な
支
援
を
す
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

策
定
中
の
第

４
期
地
域
福
祉
計
画
に
お
い
て
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
連
携
強
化
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

こ
の
問
題
を
地
域
全
体
に
周
知
し
、

ど
の
窓
口
で
も
課
題
を
受
け
止
め

ら
れ
る
体
制
を
構
築
し
た
い
。

線
は
、
今
後
重
要
な
幹
線
道
路
に

な
る
と
考
え
る
が
、
市
の
単
独
費

用
で
は
賄
え
な
い
。
国
や
府
に
対

し
重
要
性
を
訴
え
、
強
く
要
望
す

る
必
要
が
あ
る
が
市
の
考
え
は
。

府
は
、
４
年
度
か
ら
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
し
て
、
本
格
的

な
支
援
に
乗
り
出
す
と
し
て
い
る

が
、
市
は
府
と
協
力
し
て
ど
の
よ

う
な
支
援
を
す
る
の
か
。

５
歳

歳
の
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
る
。
保

護
者
か
ら
中
長
期
的
な
影
響
は
な

い
か
等
不
安
の
声
が
あ
る
。
市
民

の
慎
重
か
つ
納
得
し
た
判
断
を
確

保
す
る
た
め
、
リ
ス
ク
を
含
め
た

情
報
公
開
に
最
大
限
努
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長

現
時
点
で
小

児
に
お
け
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
重

症
化
、
発
症
予
防
効
果
の
エ
ビ
デ

５
歳

歳
の
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
る
。
保

護
者
か
ら
中
長
期
的
な
影
響
は
な

い
か
等
不
安
の
声
が
あ
る
。
市
民

の
慎
重
か
つ
納
得
し
た
判
断
を
確

保
す
る
た
め
、
リ
ス
ク
を
含
め
た

情
報
公
開
に
最
大
限
努
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

ン
ス
が
確
定
的
で
な
く
努
力
義
務

規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
。
メ
リ
ッ

ト
と
リ
ス
ク
を
理
解
し
安
心
し
て

接
種
し
て
も
ら
う
た
め
、
情
報
提

供
に
努
め
る
。

市
が
接
種
券
を
送
付
す
る

こ
と
が
接
種
勧
奨
に
な
る
。
一
律

送
付
で
な
く
希
望
者
申
請
制
を
。

健
康
福
祉
部
長

現
在
、
送
付

の
準
備
を
し
て
い
る
。
申
請
制
は

時
間
的
に
難
し
い
。
接
種
が
強
制

市
が
接
種
券
を
送
付
す
る

こ
と
が
接
種
勧
奨
に
な
る
。
一
律

送
付
で
な
く
希
望
者
申
請
制
を
。

で
は
な
い
等
の
情
報
を
同
封
す
る
。

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
へ
の

差
別
・
同
調
圧
力
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
差
別
を
許
さ

な
い
姿
勢
を
示
す
べ
き
で
は
。

市
民
部
長

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
啓
発
や
人

権
相
談
窓
口
の
周
知
等
引
き
続
き

取
り
組
み
を
進
め
る
。

小
・
中
学
校
の
校
則
等
に

つ
い
て
、
児
童
・
生
徒
、
教
員
や

保
護
者
、
地
域
の
声
も
聞
き
な
が

ら
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
指
導
監

生
徒
会
、
児
童

会
や
年
度
末
に
生
徒
指
導
部
を
中

心
に
見
直
し
た
り
、
学
校
評
価
で

保
護
者
の
評
価
も
い
た
だ
く
。

生
物
多
様
性
の
重
要
性
は
。

経
済
環
境
部
長

人
類
は
こ
の

恵
み
を
享
受
し
成
り
立
っ
て
い
る
。

将
来
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
へ
の

差
別
・
同
調
圧
力
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
差
別
を
許
さ

な
い
姿
勢
を
示
す
べ
き
で
は
。

生
物
多
様
性
の
重
要
性
は
。

小
・
中
学
校
の
校
則
等
に

つ
い
て
、
児
童
・
生
徒
、
教
員
や

保
護
者
、
地
域
の
声
も
聞
き
な
が

ら
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
宅

療
養
や
自
宅
待
機
の
際
に
３
日
分

の
食
料
・
生
活
雑
貨
を
支
給
す
る

事
業
に
つ
い
て
、
利
用
実
績
数
を

問
う
と
共
に
令
和
４
年
４
月
以
降

も
こ
の
事
業
の
継
続
を
求
め
る
。

市
長

累
計
利
用
数
は
１
７
１

世
帯
５
５
７
パ
ッ
ク
で
あ
り
、
４

年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
。

ペ
ッ
ト
を
連
れ
た
避
難
の

対
応
状
況
と
周
知
を
問
う
と
共
に

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
宅

療
養
や
自
宅
待
機
の
際
に
３
日
分

の
食
料
・
生
活
雑
貨
を
支
給
す
る

事
業
に
つ
い
て
、
利
用
実
績
数
を

問
う
と
共
に
令
和
４
年
４
月
以
降

も
こ
の
事
業
の
継
続
を
求
め
る
。

ペ
ッ
ト
を
連
れ
た
避
難
の

対
応
状
況
と
周
知
を
問
う
と
共
に

実
際
に
ペ
ッ
ト
を
連
れ
た
避
難
訓

練
の
実
施
お
よ
び
、
ペ
ッ
ト
と
避

難
生
活
を
送
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
せ
よ
。

危
機
管
理
監

ペ
ッ
ト
同
行
避

難
を
基
本
と
し
た
避
難
所
運
営
を

行
う
。
避
難
が
必
要
な
状
況
で
躊

躇
さ
れ
な
い
よ
う
周
知
し
た
い
。

今
や
ペ
ッ
ト
は
家
族
、
訓
練
充
実

の
研
究
・
検
討
を
進
め
た
い
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
環
境
省
ガ
イ
ド
ラ
イ

実
際
に
ペ
ッ
ト
を
連
れ
た
避
難
訓

練
の
実
施
お
よ
び
、
ペ
ッ
ト
と
避

難
生
活
を
送
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
せ
よ
。

ン
や
他
市
も
確
認
し
検
討
し
た
い
。

避
難
所
と
し
て
も
使
用
す

る
学
校
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
。

学
校
体
育
館
に
空
調
を
設
置
す

べ
き
。

避
難
所
に
使
用
す
る
際

に

と
非
常
用
電
源
が
活
用

で
き
る
か
。

竜
巻
や
地
震
に
よ

る
学
校
施
設
の
照
明
・
窓
ガ
ラ
ス

の
破
損
・
飛
散
防
止
対
策
を
。

危
機
管
理
監

施
設
の
長
寿

命
化
計
画
で
総
合
的
に
判
断
。
健

康
被
害
が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
空

調
が
あ
る
部
屋
を
使
用
。

使
用
は
長
期
開
設
時
に
運
用
す

る
。
各
避
難
所
に
燃
料
式
発
電
機

と
蓄
電
池
を
備
蓄
。
外
部
給
電
車

両
を
使
っ
た
訓
練
も
行
っ
た
。

教
育
部
長

危
険
箇
所
の
把

握
に
努
め
改
善
が
必
要
な
箇
所
は

早
期
に
改
修
す
る
。
飛
散
防
止
フ

ィ
ル
ム
は
全
て
の
窓
に
は
実
施
し

て
い
な
い
。

避
難
所
と
し
て
も
使
用
す

る
学
校
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
。

学
校
体
育
館
に
空
調
を
設
置
す

べ
き
。

避
難
所
に
使
用
す
る
際

に

と
非
常
用
電
源
が
活
用

で
き
る
か
。

竜
巻
や
地
震
に
よ

る
学
校
施
設
の
照
明
・
窓
ガ
ラ
ス

の
破
損
・
飛
散
防
止
対
策
を
。

新
型
コ
ロ
ナ
。

再
拡
大

し
た
１
、
２
月
の
医
療
・
介
護
・

救
急
搬
送
へ
の
影
響
は
。

市
長

や
議
員
・
特
別
職
の
報
酬
削
減
を
。

健
康
福
祉
部
長

介
護
事

業
所
か
ら
陽
性
者
が
出
、
７
事
業

所
で
一
時
サ
ー
ビ
ス
提
供
休
止
。

消
防
長

山
城
北
医
療
圏
内

の
病
床
使
用
率
が
高
い
水
準
と
な

り
、
コ
ロ
ナ
患
者
だ
け
で
は
な
く
、

他
の
重
症
者
の
受
入
先
病
院
の
決

新
型
コ
ロ
ナ
。

再
拡
大

し
た
１
、
２
月
の
医
療
・
介
護
・

救
急
搬
送
へ
の
影
響
は
。

市
長

や
議
員
・
特
別
職
の
報
酬
削
減
を
。

定
に
時
間
を
要
し
た
。
搬
送
困
難

事
例
は

件
あ
っ
た
。

市
長

市
長
の
給
与
は
、
今

後
の
動
向
を
見
て
検
討
す
る
。
議

員
の
報
酬
削
減
は
議
会
で
議
論
を
。

失
語
症
。

市
内
施
設
で

訓
練
中
や
訓
練
を
終
え
自
宅
療
養

中
の
患
者
数
は
。

患
者
の
実
態

や
実
情
を
把
握
し
て
い
る
言
語
聴

覚
士
（

）
の
方
々
と
情
報
交

換
を
し
、
支
援
の
あ
り
方
を
検
討

失
語
症
。

市
内
施
設
で

訓
練
中
や
訓
練
を
終
え
自
宅
療
養

中
の
患
者
数
は
。

患
者
の
実
態

や
実
情
を
把
握
し
て
い
る
言
語
聴

覚
士
（

）
の
方
々
と
情
報
交

換
を
し
、
支
援
の
あ
り
方
を
検
討

せ
よ
。

職
員
や
市
民
が
失
語
症

に
対
す
る
認
識
や
理
解
が
深
め
ら

れ
る
よ
う
に
努
力
を
。
ま
た
職
員

を
意
思
疎
通
支
援
者
養
成
講
座
に

派
遣
せ
よ
。

市
役
所
内
も
し
く

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社

会
福
祉
協
議
会
に

の
配
置
を
。

健
康
福
祉
部
長

把
握
し
て

い
な
い
。

各
相
談
機
関
で
必
要

な
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

と
の
情
報
交
換
は
必
要
に
応
じ
て

検
討
。

障
が
い
者
福
祉
研
修
や

障
が
い
者
福
祉
講
演
会
を
通
し
て
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実

現
に
向
け
啓
発
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
継
続
。
養
成
講
座
に
は
、

職
員
や
市
民
に
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
案
内
す
る
。

考
え
は
な
い
。

撮
り
鉄
が
市
内
で
急
増
し
、

迷
惑
行
為
が
見
ら
れ
る
。
対
策
を
。

建
設
部
長

鉄
道
事
業
者
や
警

察
署
と
連
携
し
て
適
切
に
対
応
。

せ
よ
。

職
員
や
市
民
が
失
語
症

に
対
す
る
認
識
や
理
解
が
深
め
ら

れ
る
よ
う
に
努
力
を
。
ま
た
職
員

を
意
思
疎
通
支
援
者
養
成
講
座
に

派
遣
せ
よ
。

市
役
所
内
も
し
く

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社

会
福
祉
協
議
会
に

の
配
置
を

撮
り
鉄
が
市
内
で
急
増
し

迷
惑
行
為
が
見
ら
れ
る
。
対
策
を

年（令和 年） 月 日
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年（令和 年） 月 日

去る２月 日からの力による一方的なロシア軍のウクライ
ナ侵攻は、武力による現状変更を認めないという国際社会の
秩序の根幹を揺るがす暴挙であり、多くの人々の命を脅かす、
人道上許されざる行為である。
このようなロシアの行動は、明らかにウクライナの主権及

び領土の一体性を侵害し、武力の行使を禁ずる国際法の深刻
な違反であり、国際連合憲章の重大な違反である。本市議会
は、ロシアによる侵攻を非難し、強く抗議するとともに、全
ての犠牲となられた方々に哀悼の意を表する。
また政府においては、関係各国及び国際社会との緊密な連

携のもと厳格かつ適切な対応を講じ、ロシア軍の即時撤退を
求めるように、要請する。

ロシアのウクライナロシアのウクライナ
侵攻を非難する決議侵攻を非難する決議

決議とは市議会の意思を対外的に表明するためにされる
議決のことを言います。令和４年第１回定例会でこの決
議が議決されましたので紹介します。

決議とは市議会の意思を対外的に表明するためにされる
議決のことを言います。令和４年第１回定例会でこの決
議が議決されましたので紹介します。


